
 

 

 

 

 

 

昼食時に口腔ケアが終わり吸引を実施した。吸引チューブの先端にキャップを付けようとした

際、キャップに接続しているリング部分からひびが入っており、破損している事に気付いた。 

 

 

 

 リングとキャップが外れないようにテープで固定した。吸引チューブのキャップとしての機能は

可能だった。 

 

 

 

 リングに接続しているチェーン部分を持ち金具を引っ張って外すことはしていないが、外し方

に問題があったかもしれない。キャップの部分を持ち、そっと外すべきだった。 

 

 

 

・チェーンが突っ張った状態にならないように、吸引バッグの近くでキャップの先端に近い部分

を持ち、外すようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 吸引関係の事例 ～付属品について～ 

発生時の状況と経過 

発生時の対応と処置 

考えられる原因や背景 

再発防止に向けた対策・改善点 

ポイント！ 

○ 器具は破損することがあるため、破損しやすいと考えられるところは取り扱い方法を決め

ておきましょう。 

○ 一度破損したところの取り扱いは再度検討し、情報を共有しましょう。 

 

 

 

 

 

 

 


